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写真：平成 28 年 4 月、熊本県・大分県を

中心に発生した熊本地震。一部地域では震

度 7を 2度観測したこの地震の被害は大き

く、200 人を超える死者数（関連死含む）、

18万人以上の避難者数に至りました。
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大地震が
起こる日

20XX 年Ｘ月Ｘ日。
有田川町を最大震度 6強の地震が襲う。

　

近
い
将
来
、
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
。
有
田
川
町
で
の
想
定

は
最
大
震
度
６
強
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．

１
。
和
歌
山
県
下
で
は
最
大
、
震
度
７
に
な

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
26
年
10
月
和
歌

山
県
が
公
表
）。

　

震
度
６
強
は
か
な
り
の
規
模
。
這は

わ
な
い

と
動
く
こ
と
が
で
き
ず
、
飛
ば
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
固
定
し
て
い
な
い
家
具
は
ほ

と
ん
ど
が
移
動
し
、
背
の
高
い
家
具
な
ど
は

倒
れ
る
も
の
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
大

き
な
地
割
れ
の
発
生
や
、
大
規
模
な
地
滑
り

な
ど
が
起
こ
る
こ
と
も
。

　

そ
ん
な
震
度
６
強
の
地
震
が
、
有
田
川
町

で
起
こ
る
日
。
そ
の
日
の
こ
と
を
一
緒
に
考

え
ま
せ
ん
か
。

特
　集

問吉備庁舎総務課
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２
０
Ｘ
Ｘ
年
Ｘ
月
Ｘ
日
。
携
帯
電
話
か
ら

緊
急
地
震
速
報
が
鳴
り
始
め
た
後
、
有
田
川

町
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．
１
、
最
大
震
度

６
強
の
大
地
震
が
襲
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
８
０
０
棟
以
上
の
家
屋
が
全

壊
、
全
て
の
電
気
の
供
給
が
停
止
、
電
話
は

不
通
に
。
ま
た
、
水
道
は
ほ
ぼ
全
て
の
世
帯

で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

発
生
時
に
自
宅
に
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

職
場
や
、
学
校
、
車
内
、

農
地
、繁
華
街
、ス
ー
パ
ー

…
。
今
回
発
生
し
た
地
震

の
規
模
で
は
、
立
っ
て
い

る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、

固
定
し
て
い
な
い
家
具
や
物
が
移
動
、
倒
れ
、

下
敷
き
に
な
っ
た
り
負
傷
し
た
り
し
ま
す
。

な
お
、
震
度
７
規
模
の
揺
れ
の
場
合
、
自
ら

の
意
思
で
の
行
動
は
四
つ
ん
這
い
で
す
ら
も
で

き
な
い
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

揺
れ
が
収
ま
り
、
動
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

す
ぐ
に
物
が
「
落
ち
て
こ
な
い
・
倒
れ
て
こ

な
い
・
移
動
し
な
い
」
場
所
に
移
動
を
し
ま

し
ょ
う
。
ガ
ラ
ス
・
陶
器
の
破
片
な
ど
に
気

を
つ
け
な
が
ら
、
火
元
の
確
認
と
出
口
の
確

保
を
行
い
ま
す
。

　

も
し
閉
じ
込
め
ら
れ
た
り
、
身
動
き
が
で

き
な
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
、
大
声
を
出
し

続
け
る
と
体
力
を
消
耗
し
ま
す
。
硬
い
も
の

で
ド
ア
を
叩
く
な
ど
、
大
き
な
音
を
出
し
て

自
分
の
存
在
を
外
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
で
の
危
険

　
リ
ビ
ン
グ
や
キ
ッ
チ
ン
で
は
背
の
高
い
家

具
の
下
敷
き
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
窓

や
照
明
器
具
、
食
器
棚
、
食
器
な
ど
の
ガ
ラ

ス
や
陶
器
の
破
損
・
飛
散
に
よ
る
け
が
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。
電
子
レ
ン
ジ
や
炊
飯
器

が
飛
ん
で
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

寝
室
に
い
る
場
合
は
、
布
団
や
枕
な
ど
で

頭
を
保
護
、
家
具
な
ど
が
倒
れ
て
こ
な
い
場

所
へ
の
移
動
が
必
要
で
す
。
眼
鏡
を
使
っ
て

い
る
人
は
、
破
損
に
注
意
。

　

２
階
に
い
る
と
き
に
は
無
理
に
脱
出
を
せ

ず
、
様
子
を
み
ま
す
。
た
と
え
家
が
つ
ぶ
れ

た
と
し
て
も
、
２
階
の
ほ
う
が
重
い
も
の
が

少
な
い
分
、
空
間
に
隙
間
が
で
き
や
す
く
、

生
き
延
び
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

外
出
先
で
の
危
険

　

オ
フ
ィ
ス
で
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

の
転
倒
や
、固
定
し
て
い
な
い
キ
ャ

ス
タ
ー
付
き
の
コ
ピ
ー
機
が
す
ご

い
勢
い
で
移
動
し
て
き
た
り
、
机

の
上
の
パ
ソ
コ
ン
が
飛
ん
で
き
た
り
し
ま

す
。
職
場
内
で
一
番
安
全
な
の
は
、
非
常
口

に
近
く
、
物
が
置
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
い
る
と
き
に

は
、
商
品
が
凶
器
に
な
り
ま
す
。
出
口
を
求

め
て
人
が
一
箇
所
に
殺
到
し
ま
す
。
天
井
か

ら
の
落
下
物
を
守
る
た
め
、
レ
ジ
の
か
ご
や

バ
ッ
グ
な
ど
で
頭
を
守
り
、
商
品
棚
か
ら
離

れ
て
く
だ
さ
い
。

　

運
転
中
に
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
る
と
、
パ

ン
ク
を
し
た
よ
う
な
衝
撃
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
と
追
突
事
故
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
ハ
ン
ド
ル
を

し
っ
か
り
握
り
、
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

し
て
左
側
に
停
車
。
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
揺

れ
が
収
ま
る
ま
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。

避難するときの注意
・正確な情報を得る。

・むやみに動かない。

・ガラスなどでけがをする危険があるので、部屋の中

でもはだしで歩かない。

・通電火災を防ぐため、ブレーカーを落とす。

・ガスの元栓を閉める。

・「黄色い旗」を玄関先などに置く。

・落下物から身を守る。

・切れた電線は感電の危険があるので触らない。

・途中で救出活動を行う場合は、けがの恐れがあるの

で 1人ではなく複数人で行う。

・緊急車両の妨げになるので、車は使わない。

・夜間の避難時は転倒や側溝への転落が起こりやすい

ため、懐中電灯を使い、広い道を通る。

大
地
震
発
生
直
後

自
分
の
命
を

守
る
こ
と
を

最
優
先
に
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発
生
か
ら
数
時
間
～
１
日

発
生
か
ら
１
～
２
週
間

避
難
の
判
断
に
よ
っ
て

生
死
が
分
か
れ
る
場
合
も

生
活
の
再
建
に
向
け
て

動
き
出
す

　

こ
う
し
て
い
る
間
に
も
、
断
続
的
に
震
度

４
～
５
強
程
度
の
余
震
が
起
こ
り
、
そ
の
た

び
に
新
た
な
被
害
が
発
生
し
ま
す
。

避
難
の
ス
ス
メ

　

外
に
出
る
際
に
は
む
や
み
に
動
く
と
、
落

下
物
に
当
た
っ
て
負
傷
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
、
周
囲
の
様
子
を

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　

余
震
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
が
あ
っ
た
り
、

避
難
指
示
が
出
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、
避

難
場
所
に
避
難
を
。
危
険
が
な
く
、
自
宅
で

居
住
が
で
き
る
場
合
は
、
在
宅
避
難
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

避
難
所
は
、
自
宅
に
居
住
で
き
な
く
な
っ
た

被
災
者
を
一
時
的
に
受
け
入
れ
保
護
す
る
場
所

で
す
。
仮
設
住
宅
や
、
新
居
へ
の
入
居
が
決
ま

る
ま
で
の
生
活
の
拠
点
に
な
り
ま
す
。
発
生
か

ら
１
日
後
、
町
内
で
は
約
１
，
２
０
０
人
が
避

難
所
で
過
ご
す
想
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
れ
る
中
、
余
震
に
よ
っ

て
一
部
の
住
宅
に
新
た
な

危
険
が
生
じ
な
い
か
、
応

急
危
険
度
判
定
が
始
ま
り

ま
す
。
救
援
物
資
が
届
き
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
も
開
始
。

こ
の
頃
に
な
る
と
水
道
も
徐
々
に
復
旧
を
は

じ
め
、
電
気
、
電
話
と
も
に
通
う
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

発
生
か
ら
約
１
週
間
後
、
町
内
の
避
難
者

数
は
約
４
，０
０
０
人
に
。
避
難
所
生
活
が

長
引
く
に
つ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
出
て

き
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
生
活
再
建
に
向
け
、
動
き

始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
居
を
失
っ
た

場
合
、
入
居
で
き
る
の
が
応
急
仮
設
住
宅
。
し

か
し
、
入
居
に
は
条
件
が
あ
り
、
入
居
期
間
も

原
則
２
年
間
で
す
。
親
戚
や
知
人
の
家
へ
の
同

居
も
選
択
肢
の
１
つ
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
所
で
は
飲
食
物
や
生
活
必
需
品
も
限

ら
れ
た
も
の
し
か
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
環
境

の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
体
調
を
崩
す
場
合
も

あ
り
ま
す
。
事
前
に
住
宅
の
耐
震
化
や
食
料

備
蓄
な
ど
、必
要
な
も
の
を
事
前
に
備
え
て
、

可
能
な
限
り
在
宅
避
難
が
で
き
る
準
備
を
整

え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

大
地
震
発
生
か
ら
約
３
日
後
、
余
震
は
相

変
わ
ら
ず
続
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
救
出
活

動
や
が
れ
き
の
除
去
、
給
水
活
動
な
ど
が
行

ご存じですか？「黄色い旗」
　有田川町では、災害が発生し避難する際、家族全員が無事に
避難したことを周囲に伝えるため、「黄色い旗」を使用してい
ます。避難の際には忘れずに玄関先などわかりやすい場所に立
てて下さい。旗の立っていない世帯には、声をかけて避難を促
しましょう。
　黄色い旗を転入などでお持ちでない場合は、金屋庁舎やすら
ぎ福祉課でお渡ししています。
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罹災証明書発行

建物被害認定再調査・内観目視

建物被害認定調査・外観目視

応急危険度判定

生活再建に向けた
支援があります

住家被害

住家被害認定調査
被災した住宅の被害の程度を認定するために、被災者か

ら申請を受け、役場が実施します。なお、大規模な災害

の場合には、全ての家屋を対象に実施することもありま

す。

調査は、地震の場合、一般的に外観のみ行いますが、場

合によっては居住者にも立ち会ってもらい、内観も含め

た調査を実施します。

この調査によって原則「全壊」「大規模半壊」「半壊」「半

壊に至らない」の 4区分で認定を行い、この調査結果に

基づき「罹災証明書」を発行します。

罹災証明書とは

　住家被害認定調査の結果に基づき発行され

る、家屋の被害程度の証明書のこと。

　給付金や融資、災害義援金の受給、税金、

国民健康保険などの支払い猶予や減免、公的

利用サービス料の減免、応急仮設住宅への入

居申請などの他、ご自身で加入されている地

震保険の適用や、融資を受ける際などに必要

です。

公費解体・応急修理
大規模半壊以上の判定を受けた場合、建物の解体を希望

する場合は公費で解体ができ、半壊以上の判定を受けた

場合、57万 4,000 円を上限として住居の応急修理に係る

お金を公費で賄うことができます。

生
活
再
建
支
援
金

公
費
解
体

応
急
修
理

応
急
仮
設
住
宅

税
金
な
ど
の
減
免

災
害
援
護
資
金

　あなたが被災したとき、生活再建のための制度が

あります。

　制度によっては、地震などで被災した家屋や事業

所などの被害の程度を証明する「罹
り

災
さい

証明書」が必

要になり、その上で、各種申請を必要に応じて行い

ます。

　また、地震保険などに加入している場合は保険料

を受け取ることができます。

大地震発生

応急危険度判定
地震により被災した建築物を調査。その後に発生する余

震などによる倒壊の危険性や、外壁・窓ガラスの落下、

付属設備の転倒などの危険性を判定し、人命にかかわる

二次的被害を防止するために実施します。

※応急危険度判定と住家被害認定は、同じ被災建築物の調査ですが、

目的が異なります。応急危険度判定で重い判定がされても、住家被

害認定では程度の低い判定になることもあります。

◀応急危険度判定が終了

した建築物にはこの

判定結果が貼られま

す。
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災害弔慰金

災害によって死亡された人の遺族に対し

て、弔慰金が支給されます。

●弔慰金額

・生計維持者が死亡した場合　500 万円

・その他の者が死亡した場合　250 万円

災害障害見舞金

災害によって負傷、疾病で精神または身体

に著しい障害を被った場合、見舞金が支給

されます。

●見舞金額

・生計維持者が死亡した場合　250 万円

・その他の者が死亡した場合　125 万円

人的被害

住宅・生活

生活再建支援金
住家被害認定調査で大規模半壊以上の判定を受けた場合、

最大 300 万円の生活再建支援金の受給ができます。

被害の程度、住宅の再建方法（建設・購入や補修など）

によって支給額は変動します。

災害援護資金
災害により負傷した場合や、家財などの損害を受けた場

合、災害援護資金を借りることができます（所得制限あ

り）。

所得税の雑損控除
災害によって日常生活に必要な住宅・家財などの資産に

ついて損害を受けた場合、確定申告時に一定金額の所得

控除を受けることができます。

所得税の災害減免
被災した年の所得金額が 1,000 万円以下で、住宅や家財

の損失額が時価の 50％以上の場合、所得税の減免を受け

られます。

その他減免されるもの
相続税・贈与税、住民税・固定資産税、国民健康保険料・

介護保険料、国民年金など。災害の規模や被災程度に応

じて、減免や控除を受けられる場合があります。

当面の生活資金や、
生活再建の資金が必要なとき

税金などの
控除を受けたいとき

居住する住宅がなく、
住宅を確保できないとき
応急仮設住宅
応急仮設住宅は、災害により居住する住宅がなくなり、

自らの資力では住宅の確保ができない人が入居の対象に

なります。一般的に応急危険度判定で大規模半壊以上の

判定を受けた場合となり、世帯の所得状況などを加味し、

全ての人が入居できない場合もあります。また、入居期

間は原則２年間です。

日常生活の支援制度
仕事の再開
仕事を失った場合、ハローワークで仕事を探すほか、職

業訓練などの支援を受けることが可能。職業訓練には公

共職業訓練・求職者支援訓練・職業訓練受講などがあり

ます（それぞれに対象者あり）。

学校への復学
家計の急変や学校が被災した場合、就学費用や転校費用

など、救急・応急の奨学金の貸与を受けることができます。

事業の再開
被災した中小企業の事業復旧を支援する「災害復旧貸付」

や、中小企業・農林漁業者への融資の制度があります。
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南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
す
る
地
震
は
過
去
も

繰
り
返
し
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
周
期
は
90

～
１
５
０
年
。
そ
し
て
、
今
後
30
年
間
の
中

で
の
発
生
確
率
は
約
70
％
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

大
地
震
は
必
ず
発
生
し
、
私
た
ち
を
襲
う

脅
威
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
自
分
が
被
災
し

た
ら
…
。

　

今
の
「
当
た
り
前
」
の
生
活
が
一
変
し
、

そ
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
多
く
の
時
間
や

お
金
、
労
力
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
わ
が
ご
と
」
と
考
え
ら
れ
る
か

　
「
自
分
だ
け
は
死
な
な
い
」。
自
分
自
身
の

防
衛
本
能
が
働
く
こ
と
で
、「
今
ま
で
生
き

て
き
た
か
ら
、
そ
ん
な
に
簡
単
に
は
死
な
な

い
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
し
ま
う
の
が
人
間
で

す
。
し
か
し
、
災
害
は
一
度
で
も
遭
遇
す
る

と
一
瞬
で
人
の
命
を
奪
い
ま
す
。
い
つ
誰
を

襲
う
か
も
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
一

人
一
人
が
「
わ
が
ご
と
」
意
識
を
持
っ
て
防

災
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

命
を
守
る

　

地
震
か
ら
命
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
揺

れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
危
険
を
回
避

す
る
と
い
う
こ
と
。
何
も
な
い
草
原
で
震
度

７
の
揺
れ
が
襲
っ
て
も
、
あ
な
た
の
命
が
奪

わ
れ
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
が
生
活
す
る
空
間
に
は
、
地
震
の
揺
れ

物を備える
備蓄といえば「災害用のもの」と考えている人も多
いと思います。無理なく行うための「日常備蓄」に
よるところてん方式の備蓄を取り入れてみません
か？

避難のとき、当面必要となる最小限のものを詰め
た「非常持ち出し袋」の準備も忘れずに。一人一人
必要なものは異なるので、自分にとって何が必要か
しっかり考えましょう。

家具などを凶器にさせない
家具などの下敷きになったり、けがをしたりするこ
とを防ぐため、転倒・落下・移動の防止や、ガラス
などの飛散防止の対策を行いましょう。
寝ているときに、背の高いタンスが倒れてきた！と
いうことのないよう、まずは配置を見直します。次
に、Ｌ型金具でねじ止めを行うなど、転倒などの対
策をしっかり行ってください。
また、日頃から机の上にものを出しっぱなしにしな
いなどの心がけも大切です。

　近年の大規模災害における犠牲者の多くは高齢者や障
害者など「災害時要援護者」です。有田川町では、その
ような人の情報を事前に役場に登録し、自治会・自主防
災組織・民生委員児童委員などと共有し、災害対策に役
立てます。
　対象になるのは 65歳以上の一人暮らしの高齢者や要
介護認定において要介護３以上の判定を受けている人な
どのうち、在宅の人で災害時に自力避難が困難な人・自
身の避難支援に係る個人情報を自治会などへ提供するこ
とに同意した人が対象です。

誰一人として
取り残されることがないように

●登録申請の方法
　金屋庁舎やすらぎ福祉課、もしくは、自治会・民生児
童委員・自主防災組織代表者までご連絡ください。その
後、町から調査員が自宅を訪問、申請書の作成をお手伝
いし、登録を行います。
※既に登録済みの人は再登録不要。
※対象になる人の詳細など、詳しくは金屋庁舎やすらぎ
福祉課まで。

食べ物や
日用品を
多めに買う

「少なくなってきたな」と
思ったら買い出しへ

日常生活で
消費する

少し多めの状態をキープ

家族と話す
「うちの避難場所はどこだろう」「もしみんな外出し
ているときに地震が起こったらどうする？」など、
日頃から話しておきましょう。
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今できることを

今やろう

に
よ
っ
て
凶
器
と
化
す
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

家
を
守
る

　

自
分
の
命
を
守
れ
て
も
、
家
が
な
け
れ
ば
、

生
活
再
建
へ
の
道
の
り
は
遠
い
も
の
に
な
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、
あ
な
た
の
家
が
全
壊
し
て
し

ま
っ
た
ら
。
被
災
直
後
に
は
避
難
所
生
活
を

送
る
こ
と
に
な
り
、
応
急
仮
設
住
宅
に
入
っ

た
と
し
て
も
そ
の
期
間
は
原
則
２
年
間
。
新

し
く
家
を
建
て
た
り
引
っ
越
し
た
り
す
れ

ば
、
金
銭
面
で
の
負
担
は
大
き
く
、
周
囲
の

人
も
変
わ
り
関
係
性
も
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

自
宅
で
自
営
し
て
い
る
人
に
関
し
て
は
、
同

時
に
職
を
失
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

家
が
な
く
な
れ
ば
、
非
常
に
多
く
の
お
金

と
労
力
と
時
間
を
消
費
し
ま
す
。

起
こ
っ
て
か
ら
後
悔
し
な
い
た
め
に

　

大
地
震
が
起
こ
る
「
そ
の
日
」、
自
分
や

家
族
の
身
を
守
る
の
は
、
常
日
頃
か
ら
の
備

え
で
す
。

　
「
こ
こ
ま
で
や
れ
ば
大
丈
夫
」
と
い
う
こ

と
が
な
い
の
が
防
災
。
地
震
の
揺
れ
か
ら
命

を
守
る
環
境
を
作
る
こ
と
、
被
災
後
も
変
わ

ら
な
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
備
え
て
お
く

こ
と
。
一
人
一
人
の
意
識
が
、
一
人
一
人
を

救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
■

耐震化・防火
今お住まいの家は昭和 56 年（1981）5 月 31 日
以前に建てたものではないですか？建築基準法施行
令改正以前に建築された建物は、大地震への安全性
が低いといわれています。
和歌山県では、平成 12年 5月 31日以前に着工さ
れた木造住宅・昭和 56年 5月 31日以前に着工さ
れた非木造住宅について、耐震診断・補強設計・耐
震改修の補助を行っています。
耐震改修や立て替えが難しい場合には、耐震ベッド
や耐震シェルターの導入の検討を。家が倒壊しても、
命は守れる可能性が高くなります。
震災時の火災の原因は通電火災・ガス漏れ火災・石
油ストーブによる出火です。住宅用火災警報器や感
震ブレーカーなどを設置しましょう。

地域を知る
自分の家や職場に近い避難先や安
全な場所を確認しておくこと。ま
た、地震以外にも災害は多く起こ
ります。避難経路の確認時には、

ハザードマップで自分が住んでいる場所の浸水や土
砂災害の危険性などを一緒に確認しておくと、他の
機会にも生かせます。
また、隣近所の人とあいさつを交わすのも立派な防
災。被災時には助け合いが必須です。阪神・淡路大
震災では、生き埋めや閉じ込められた後に救助され
た人のうち、約３割が友人や隣人に救助されたとい
うデータもあります。日頃からのあいさつや自主防
災組織の防災訓練などに参加することで、近所との
付き合いも広がります。
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8 月 5 日（土）～ 15 日（火）の

期間、五西月小学校で開催した「学

校のおばけ屋敷 in 有田川」。期間

中、多い日は 500 人を超える人に

ご来場いただきました。校舎を利

用したおばけ屋敷では「もう先に

進むの怖い」「おそろしよ～！」と、

子どもだけでなく大人の皆さまに

もお楽しみいただけたようです。

8 月 12 日（土）には「真夏の夜

のおはなし会」を金屋図書館で開

催。「悪い本」（作：宮部みゆき・絵：

吉田尚令）や「たべてあげる」（作：

ふくべ あきひろ・絵：おおの こう

へい）など、暑い夏の夜にぴった

りの読み聞かせを行いました。

そして、お盆といえば盆踊り。

8 月 13 日（日）、地域交流センター

ALEC で第 8 回「Bon de ALEC」

を開催し、約 3000 人が来場しま

した。

お化け屋敷？

こわ～い話？

盆踊り？

夏の風物詩と言えば…
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平成 29 年度中学生海外研修

壮行会を 8 月 10 日（木）行い

ました。

有田川町では毎年、夏休みの

期間中に町内の中学生を対象と

した海外研修を行っています。

今年の研修期間は 8 月 12 日

（土）から 21（月）までの 10

日間。現地の様子は町ホーム

ページでお伝えしています。

平成 29年度
中学生海外研修

退任自治会長に対する知事感謝状
（区長会連合会長）

井上 喜代治さん（清水）（＝左）

退任自治会長に対する知事感謝状
（金屋地区区長会長）

里 義和さん（吉原）（＝右）

行政相談委員
感謝状授与

中井 秀人さん（吉原）

オーストラリアへ！
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災害は、地震だけとは限りません！

「ラオスでがんばります！」
海外青年協力隊

ありだの魅力に
ストライク！

「ベトナムへ旅行に行ったとき、（医療技術などの）

日本との差を知って。何かできればと思いました」

と語ってくれた細田実香さん。細田さんは看護師と

して約 10 年間病院に勤務をしていました。日本で

学んだ技術や知識を提供すべく、海外青年協力隊と

してラオスにあるボリカムサイ県病院で働き始める

にあたり、町長の元を訪問しました。町長からは「身

体に気をつけてがんばってください」という激励の

言葉がかけられました。

8 月 6 日（日）に京セラドームで開催され

たプロ野球「阪神 対 ヤクルト」の試合で「あ

りだみかんデー」を開催しました。

これは、有田川町と有田市が合同で行った

もので、来場者に観光パンフレットなどを配

布したほか、ありだみかんの CM を会場の

スクリーンで流すなど、積極的にありだみか

んの PR 活動を行いました。

いつかくる大地震に備えるための特集を掲載した今月号。しかし、災害
は地震だけではなく、大雨・暴風、集中豪雨、土砂災害などさまざまです。
この講演会は、土砂災害について考え、いざというときの安全かつ迅速
な避難に役立てていただくためのものです。

●日時／10月7日（土）13:30～15:45
●場所／金屋文化保健センター2階大ホール
問吉備庁舎総務課・和歌山県土砂災害啓発センター　☎0735-29-7531

お詫びと訂正／	広報ありだがわ8月号まちのわだい「祝100歳」に誤りがありました。正しくは「中井志げさん（金屋）」です。
ここに訂正してお詫び申し上げます。

入場無料
申込み不要
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1．職種および募集予定人数
職種／非常勤保育士
募集予定人数／5人程度
職務内容／保育所や子育て支援センターにおける保育業務

2．応募資格
昭和28年 4月 2日以降に生まれた人で、保育士の
資格を有する人。
ただし、次のいずれかに該当する人は受験できません

（地方公務員法第16条に該当する人）。
ア　成年被後見人および被保佐人
イ　禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで
またはその執行を受けることがなくなるまでの人

ウ　有田川町職員として懲戒免職の処分を受け、当該
処分の日から2年を経過しない人

エ　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法ま
たはその下に成立した政府を暴力で破壊することを
主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに
加入した人

3．選考方法
書類選考／応募者多数の場合、受験申込時にご提出い
ただくエントリーシートをもとに、事前審査を行う場
合があります。

面接試験／10月14日（土）を予定。日時・場所など
については後日担当者からご連絡いたします。

4．受験手続きおよび受付期間
（1）申込用紙の交付
吉備庁舎企画財政課・金屋庁舎こども教育課・各町内

公立保育所でお渡しします（土・日・祝日を除く）。申
込用紙を郵送で請求する場合は、封筒の表に「採用試験
申込用紙請求」と朱書きし、82円切手を貼った宛先明
記の返信用封筒を必ず同封して、金屋庁舎こども教育課
まで請求してください。また、有田川町ホームページか
ら申込用紙をダウンロードすることもできます。

（2）提出書類
・有田川町非常勤職員採用試験申込書（顔写真を貼付
すること）

・有田川町非常勤職員採用エントリーシート
・保育士資格取得（見込み）を証明する書類の写し

（3）申し込み方法
上記書類に必要事項を記入し、吉備庁舎企画財政課

または金屋庁舎こども教育課まで、持参または郵送し
てください。なお、郵送する場合は、必ず簡易書留郵
便とし、封筒の表に「採用試験申込」と朱書きしてくだ
さい。これら以外による不着の問題につきましては一切
対応いたしかねます。

（4）受付期間
　9月1日（金）～9月22日（金）【当日必着】
※持参の場合は土・日・祝を除き、8時30分～17時15分

5．勤務条件
（1）給与・勤務時間
給与／15万 8,800円
勤務時間／週37.5時間以内
※通常1日につき 7時間 30分、1週間につき 5日の
勤務です。勤務場所によっては変則勤務や土日勤務
があります。上記給料のほか、通勤手当および超過
勤務手当が支給されます。

※非常勤保育士の方で、正職員の育児休業などにより
クラス担任を担当していただく場合の給料月額は16
万 4,700 円です。いずれの給与月額も平成 29年 4
月現在のものです。変更される場合があります。

※勤務成績により、昇給する場合があります。

（2）任用期間
原則平成30年	4月1日から平成31年 3月31日ま

でです。
任用期間を更新する場合は、各年度ごとに勤務実績

や健康状態などを考慮の上、決定します。ただし、65
歳に達している場合は、任用期間をその年度の末日ま
でとし、再度の更新は行いません。

（3）有給休暇
年次休暇、夏季休暇、忌引休暇など

（4）福利厚生
健康保険、厚生年金保険および雇用保険の適用があ

ります。

6．その他
●受理した提出書類は返却いたしません。
●その他詳しくは金屋庁舎 2階こども教育課こども教
育班までお問い合わせください。

平成30年 4月採用

有田川町非常勤保育士　採用試験のご案内
問い合わせ／金屋庁舎こども教育課
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健康みちしるべ
〝
い
の
ち
〟を
支
え
る「
自
殺
予
防
週
間
」

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

9
月
10
日
の
「
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」

に
ち
な
み
、
9
月
10
日（
日
）
～
16
日（
土
）

の
1
週
間
は
、
自
殺
予
防
に
関
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
自
殺
予
防

週
間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
中
の
全
国
の
自
殺
者
数
は

2
万
1
，8
9
7
人
で
、
和
歌
山
県
で
は

2
3
7
人
で
し
た
（
警
察
庁
統
計
よ
り
）。

自
殺
の
要
因
は
1
つ
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
、
心
理
的

に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
結
果
で
す
。

自
殺
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
自
分
や

周
囲
の
こ
こ
ろ
の
健
康
、
い
の
ち
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

有
田
川
町
と
し
て
の
取
り
組
み

こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
る
サ
ポ
ー
タ
ー
、

い
わ
ば
“
い
の
ち
の
門
番
”
と
い
わ
れ
る

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
講
座
を
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
平
成
30
年
2
月
2
日（
金
）

に
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
定
し
ま
し

た
ら
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
自
身

や
周
り
の
方
の
こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
る

機
会
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

相
談
機
関

眠
れ
な
い
、
食
欲
が
出
な
い
、
疲
れ
が

と
れ
な
い
な
ど
、
い
つ
も
と
違
う
心
身
の

不
調
を
感
じ
た
り
、
学
校
や
仕
事
、
家
族
、

健
康
の
こ
と
な
ど
で
不
安
が
あ
っ
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
時
は
、
決
し
て
１
人
で
悩
み
を

抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
誰
か
に
話
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
周
り
に
い
る
人

が
、
あ
な
た
の
支
え
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

●
湯
浅
保
健
所　
保
健
福
祉
課

　

☎
６
４
‐
1
2
9
4

　

※
9
時
～
17
時
45
分　

●
自
殺
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー　
は
あ
と
ラ
イ
ン

　

☎
0
7
3
‐
4
2
4
‐
1
7
0
0

　
　
　
　
　
　

※
9
時
～
17
時
45
分

　
　
　
　
　
　

※
平
日
の
み

●
有
田
川
町
役
場
金
屋
庁
舎　
や
す
ら
ぎ

福
祉
課
・
健
康
推
進
課

　

☎
５
２
‐
2
1
1
1（
代
）

　
　
　
　
　

※
8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　

※
平
日
の
み

乳幼児を子育て中の皆さまへ
子育て支援センターだより

子育て支援センターは皆さまが楽しく子育てができるよう
応援しています。ほっとルームではたくさんのおもちゃで
自由に遊べます。気軽に遊びに来てくださいね！

子育てワンポイントアドバイス
楽しい食事がいちばん！幸せな記憶が心に刻まれます。

開　　設　　日

子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約）

◇ 9:30～ 11:30
◇13:30～ 16:30

子育て相談
・ほっとルーム
＆お外遊び

火曜日　
～木曜日

◇ 9:00～ 11:00
◇13:30～ 16:30

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	①10:00～11:30（9:30～受付）
	 ②14:00～15:00（13:30～受付）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0～1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半～就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半～
◆場所…金屋文化保健センター
◆時間…第４水曜日10:00～11:00（9:30～受付）

■場所／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
☎090－7966－1697　　52－5474［FAX兼用］

あなたが周りにできること
自殺予防のための行動

「気付き」
家族や仲間の変化に気付いて、声をかける。
こころの悩みや、問題を抱えている人が発する周
りへのサイン（眠れていない、いつもと違うなど）
に気付きましょう。

「傾聴」
本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける。
悩みを話してくれたら、本人の気持ちを尊重し、
共感した上で、相手を大切に思う自分の気持ちを
伝えましょう。

「つなぎ」
早めに専門家に相談するよう促す。
こころの悩みを抱えているようであれば、専門家
への相談につなぎ、本人の気持ちを理解してくれ
る人と連携を取りましょう。

「見守り」
温かく寄り添いながら、じっと見守る。
健康状態について自然な雰囲気で声をかけて、優
しく寄り添いながら見守り、必要に応じて専門家
に相談しましょう。
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集団検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

9 月 25日（月）
8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター
特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
10 月 20日（金）

8:00 ～ 8:30 清水保健センター
特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

9 月 6 日（水） 金屋文化保健センター
10 月 4 日（水） 金屋文化保健センター

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

9月 4日（月） 清水保健センター

9月 7日（木） 金屋文化保健センター

9月 14日（木） 金屋文化保健センター

9月 21日（木） 金屋文化保健センター

9月 28日（木） 金屋文化保健センター

10月 2日（月） 清水保健センター

10月 5日（木） 金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4カ月児健診 ［平成 29 年 5 月生まれ］

9 月 26 日（火）13:00 ～ 13:15

10カ月児健診 ［平成 28 年 10 月生まれ］

9 月 5 日（火）12:30 ～ 12:45

1歳 6カ月児健診 ［平成 28 年 1 月生まれ］

9 月 20 日（水）12:45 ～ 13:00

2歳児健診 ［平成 27 年 6 月生まれ］

9 月 27 日（水）12:45 ～ 13:00

3歳 6カ月児健診 ［平成 26 年 2 月生まれ］

9 月 13 日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

9月 4日（月）・10月 2日（月）

■場所／清水保健センター

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成29年7月）

加入者数 8,370 人

支払額 3 億 6,136 万円

1 人当たりの医療費
4 万 3,173 円

（前年同月　4 万 3,720 円）

28 年度 1 人当たりの医療費（月） 4 万 2,554 円

28 年度 1 人当たりの医療費（年） 51 万 649 円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間
9:00～11:00

医療費は、年々増えています。
医療費が増えると、自己負担額や国保税の増加

につながります。
私たちのちょっとした心がけで、その増加を止

めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう
　（重複・頻回受診などはなるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間
9:00 ～
11:00

特定健診を受けたあとは、結
果を元に生活習慣を見直しま
しょう。
健康相談では、保健師や栄養
士が健康・食事などの相談に
のります！

集団検診は
事前に申し込みが必要です！
お申し込みは金屋庁舎健康推進課
または清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・医療保険の種類によっ
て受診できる内容が異なります。

実施時間

9:00～
11:00
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地域でいつまでもより良く生活できる仕組みを作るために、自治体には「生活支援コーディネーター」を
置くことが義務付けられています。
有田川町では「NPO法人ひだまりの和」に、この業務をお願いすることになりました。

「生活支援コーディネーター」とは
主な役割として

①地域に不足している必要な支援がないか探し
たり、地域に新しく支援の仕組みを作ったり、
支援の担い手を育成したりする

②主に高齢者の生活に関わる組織同士が、顔の
見える関係になるように手助けする

③地域の中で助けてもらいたい人と、助けるこ
とができる人をつなげる―などです。

生活支援コーディネーターはこれから地域に
大勢誕生していきますが、その中でリーダーに
なるのが右写真の 7 人です。

有田川町で暮らす住民の皆さまの生活を、住
民目線でより良くするための活躍が期待されて
います。

「NPO法人ひだまりの和」って？
あらゆる助け合いを支援するために組織され

た NPO 法人（代表＝森田みどりさん）です。

高齢者の暮らしを応援！

地域包括支援センターだより
有田川町地域包括支援センターでは、金屋と清水

の 2 カ所で、介護予防などの相談に応じています。

直通（金屋庁舎）　　☎ 32 ‐ 5102
　　（清水行政局）　☎ 25 ‐ 1269

「認知症と共に生きる」
ということについて
地域で一緒に考えましょう！

統括責任者
　河嶌　咲智子さん

吉備圏域担当
　若宮　陽子さん
　岩倉　晃子さん

金屋圏域担当
　尾根　敬子さん
　三輪　朝子さん

清水圏域担当
　山戸　眞由美さん
　保江　和子さん

～認知症と共に生きるまちづくりイベント～

第 2回「認とも」開催！
日時／ 9月 30日（土）　13時～
場所／地域交流センターALEC
主催　認知症と共に生きるまちづくり実行委員会
後援　湯浅保健所・NPO法人Webleaf
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水
難
救
助
訓
練
を
実
施

吉
備
金
屋
消
防
署
は
、
水
難
事
故
の
初

動
体
制
確
立
と
想
定
訓
練
を
6
月
8
日
・

12
日
・
19
日
の
3
日
間
、
有
田
川
で
実
施
。

こ
れ
は
平
成
22
年
に
発
足
し
た
潜
水
隊
と

の
連
携
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
清
水
消
防
署
で
は
、
河
川
の
中
州

に
取
り
残
さ
れ
た
傷
病
者
を
救
出
す
る
と

い
う
想
定
を
し
、
下
湯
川
地
区
で
救
助
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

潜
水
隊
は
、
特
殊
な
訓
練
を
受
け
た
11

人
の
隊
員
で
構
成
さ
れ
、
年
間
を
通
じ
て

あ
ら
ゆ
る
災
害
現
場
を
想
定
し
た
訓
練
を

実
施
。万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で

小
型
消
防
ポ
ン
プ
を
更
新

消
防
団
は
、

地
域
に
お
け

る
消
防
防
災
の

リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
昼
夜
を
問

わ
ず
活
躍
し
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
を
日
々

守
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
消
防
団
装
備
の
充
実
を
図
る

た
め
、
宝
く
じ
の
助
成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
）
に
よ
り
、
有
田
川
町

消
防
団
清
水
支
団
第
1
分
団（
二
川
班
）

へ
小
型
消
防
ポ
ン
プ
一
式
を
配
備
。

中
山
町
長
か
ら
消
防
団
へ
の
引
き
渡

し
は
7
月
12
日（
水
）
に
城
山
西
小
学

校
で
行
い
ま
し
た
。

1
1
9
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

は
じ
め
に
「
火
事
」

か
「
救
急
」
か
は
っ
き

り
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
情
報
を

伺
い
ま
す
。

●
火
事
の
場
合

・
住
所
、
番
地

・
何
が
燃
え
て
い
る
か

・
逃
げ
遅
れ
、
け
が

人
の
有
無

・
通
報
者
の
氏
名

●
救
急
の
場
合

・
住
所
、
番
地

・
誰
が
ど
う
し
た
の
か

・
呼
吸
や
意
識
の
有
無

・
通
報
者
の
氏
名

●
事
故
の
場
合

・
住
所
、
番
地

・
事
故
の
内
容

・
け
が
人
の
状
態
（
意
識
の
有
無
）

・
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
な
い
か

・
通
報
者
の
氏
名

災
害
の
種
別
が
分
か
っ
た
時
点
で
出

動
準
備
を
し
ま
す
。
落
ち
着
い
て
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
10
件

救　
　

急
…
…
…
…
7
9
3
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
18
件

（
平
成
29
年
7
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署	

☎
２
５
‐
１
２
４
３

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）

	

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

付けましたか？
住宅用火災報知器

全ての寝室と階段（2階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

本当に必要？ 適正利用にご協力を！

吉備金屋消防署の訓練の様子（上写真）と、
清水消防署の訓練の様子（下写真）

コミュニティ助成事業とは、一般財団法人
自治総合センターが、宝くじの収益を財源
として行う社会貢献広報事業です。
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２‐
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

燃
え
る
ゴ
ミ
収
集
運
搬
業
務

受
託
者
募
集

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

燃
え
る
ご
み
の
収
集
運
搬
業
務
受
託
者
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
・
応
募
方
法
・
受
付
期
間
な

ど
は
10
月
号
の
広
報
あ
り
だ
が
わ
に
掲
載

予
定
で
す
。

減
ら
そ
う
！

飲
食
店
な
ど
に
お
け
る

「
食
べ
残
し
」

日
本
に
お
い
て
、
本
来
食
べ
ら
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
破
棄
さ
れ
る「
食
品
ロ
ス
」

は
年
間
約
６
２
１
万
ト
ン
。
こ
の
う
ち
、

約
３
３
９
万
ト
ン
が
食
品
産
業
か
ら
発
生

し
て
い
ま
す
。

こ
の
食
品
産
業
の
う
ち
、
35
％
が
外
食

産
業
か
ら
発
生
し
て
お
り
、
飲
食
店
な
ど

に
お
け
る
食
べ
残
し
に
よ
る
も
の
が
相
当

程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。

飲
食
店
な
ど
で
の
食
品
ロ
ス
の
削
減
に

向
け
て
、
食
べ
き
り
運
動
や
、
自
己
責
任

を
前
提
に
食
べ
残
し
料
理
の
持
ち
帰
り
の

呼
び
か
け
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
食
べ
き
り
」
の
促
進

消
費
者
・
飲
食
店
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
、
食
べ
き
り
の
取
り
組
み
を
促
進
。
食

べ
残
し
の
削
減
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

①
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ

飲
食
店
で
食
事
を
す
る
時
は

●
で
き
た
て
の
最
も
お
い
し
い
状
態
で
提

供
さ
れ
た
料
理
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
自
分
自
身
の
食
事
の
適
正
量
を
知
り
、

食
べ
切
れ
る
と
思
う
量
を
注
文
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
小
盛
り
や
小
分
け
の
メ
ニ
ュ
ー
を
上
手

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
飲
食
店
の
皆
さ
ま
へ

●
お
客
の
食
べ
残
し
は
、
廃
棄
す
る
こ
と

に
な
り
、
飲
食
店
に
と
っ
て
も
損
失
と

な
り
ま
す
。
食
べ
切
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
、
料
理
を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
や
客

層
に
応
じ
た
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
客
が
食
事
量
の
調
節
、
選
択
が
で
き

る
よ
う
に
、
小
盛
り
や
小
分
け
の
料
理

を
メ
ニ
ュ
ー
に
採
用
し
ま
し
ょ
う
。

食
べ
残
し
料
理
の
「
持
ち
帰
り
」
は

自
己
責
任
の
範
囲
で

飲
食
店
な
ど
で
提
供
さ
れ
、
数
時
間
常

温
に
置
か
れ
た
食
べ
残
し
料
理
は
、
提
供

後
す
ぐ
の
状
態
の
料
理
と
比
較
す
る
と
食

中
毒
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
食
べ
残
し

料
理
を
持
ち
帰
る
場
合
は
、
食
中
毒
リ
ス

ク
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
自
己
責
任

の
範
囲
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ

●
持
ち
帰
り
は
、
刺
身
な
ど
の
生
も
の
や

半
生
の
も
の
な
ど
、
加
熱
が
不
十
分
な

も
の
は
避
け
、
帰
宅
後
に
加
熱
が
可
能

な
も
の
に
し
、
食
べ
き
れ
る
量
を
考
え

て
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
自
ら
料
理
を
詰
め
る
場
合
は
、
手
を
清

潔
に
洗
っ
て
か
ら
、
清
潔
な
容
器
に
清

潔
な
箸
な
ど
を
使
っ
て
入
れ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、水
分
は
で
き
る
だ
け
切
り
、

早
く
冷
え
る
よ
う
に
浅
い
容
器
に
小
分

け
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
料
理
は
涼
し
い
と
こ
ろ
に
置
き
ま
し
ょ

う
。

●
時
間
が
経
過
す
る
こ
と
で
、
食
中
毒
の

リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま
す
。
帰
宅
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
場
合
は
、
持
ち
帰
り
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

●
持
ち
帰
っ
た
料
理
は
、
帰
宅
後
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
中
心
部
ま
で
十
分
に
再
加
熱
し
て
か
ら

食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
少
し
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
口
に

入
れ
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
飲
食
店
の
皆
さ
ま
へ

●
持
ち
帰
り
の
希
望
者
に
は
、
食
中
毒
な

ど
の
リ
ス
ク
や
取
り
扱
い
方
法
な
ど
、

衛
生
上
の
注
意
事
項
を
十
分
に
説
明
し

ま
し
ょ
う
。

●
持
ち
帰
り
に
は
十
分
に
加
熱
さ
れ
た
食

品
を
提
供
し
、
生
も
の
や
半
生
の
も
の

な
ど
加
熱
が
不
十
分
な
料
理
は
希
望
者

か
ら
の
要
望
が
あ
っ
て
も
応
じ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
清
潔
な
容
器
に
清
潔
な
箸
な
ど
を
使
っ

て
入
れ
ま
し
ょ
う
。
水
分
は
で
き
る
だ

け
切
り
、
残
っ
た
食
品
が
早
く
冷
え
る

よ
う
に
浅
い
容
器
に
小
分
け
し
ま
し
ょ

う
。

●
外
気
温
が
高
い
と
き
は
持
ち
帰
り
を
休
止

す
る
か
、
保
冷
剤
を
提
供
し
ま
し
ょ
う
。

●
そ
の
他
、
料
理
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

注
意
書
き
を
添
え
る
な
ど
食
中
毒
な
ど

の
予
防
の
た
め
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。



こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

いつものびのび、げんきッズ～夏の思い出～！

　kisyuﾚﾝｼﾞｬｰ
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金屋第三保育所

清水保育所

金屋第一保育所

金屋第二保育所

きび森の保育所

藤並保育所

シャボン玉遊び

消火訓練

野菜収穫

旅育（JR藤並駅）

水遊び

野菜収穫



図書館
だより
問金屋図書館 ☎32-5789
地域交流センターALEC（アレック） ☎52-4730
ちいさな駅美術館 ☎52-2580
しみず図書室 ☎25-1788

20広報ありだがわ　2017.9広報ありだがわ　2017.9

9 月のイベント
■おはなしマラソン
日時／ 9 月 9 日（土）10:30 ～
場所／金屋図書館
申し込み／不要

■おひざでだっこのおはなし会（わらべうた教室）
日時／ 9 月 12 日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
プログラム／集中・没頭している時は…
対象／ 4 カ月児～ 2 歳児
申し込み／不要

■ブックラザ
日時／ 9 月 28 日（木）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
プログラム／月まで届くロケット
対象／ 2 歳児～未就園児
定員／当日先着 20 組　※事前申し込み不要

■井戸端会議
日時／毎週水曜日 10:30 ～ 12:00
場所／ちいさな駅美術館
申し込み／不要

■災害で消えた小さな命展（同時開催：生
いのち

命キラリ展）
開催日程／ 9 月 2 日（土）～ 9 月 18 日（月）
場所／地域交流センター ALEC

　※最終日は 15 時で終了

ちいさな駅美術館　～Ponte	del	Sogno ～

どいかや原画展
「チリとチリリ」

9/1（金）～ 9/30（土）
※ 9/14（木）は臨時休館
※最終日は 15 時で終了

ワークショップ

「どいかやさんといっしょに
お絵かきしよう！」
●日時／ 9 月 3 日（日）10 時 30 分～11時 30 分
●定員／ 30 人（先着）
●申し込み／ちいさな駅美術館で受け付け中（電話
での申し込みも可）。定員になり次第受け付け終了。

一　般　書
▶小説◀
カタストロフ・マニア　THE CATASTROPHE MANIA
　………………………………………………島田雅彦 // 著
アノニム………………………………………原田マハ // 著
球道恋々……………………………………… 木内昇 // 著

新任刑事　Rookie ……………………… 古野まほろ // 著

デンジャラス…………………………………桐野夏生 // 著
われらの独立を記念し…………スミス・ヘンダーソン // 著
増山超能力師大戦争…………………………誉田哲也 // 著
1934 年の地図 ………………………………堂場瞬一 // 著
横浜大戦争………………………………… 蜂須賀敬明 // 著

クジャクを愛した容疑者……………………大倉祟裕 // 著
横濱エトランゼ……………………………… 大崎梢 // 著

静寂　ある殺人者の記録………… トーマス・ラープ // 著

黒い波紋………………………………………曽根圭介 // 著
婚活探偵………………………………………大門剛明 // 著
チャップリン暗殺指令………………………土橋章宏 // 著

▶生活◀
離れている家族に冷凍お届けごはん………上田淳子 // 著
和菓子を愛した人たち…………………… 虎屋文庫 // 編著

よくわかるみんなの救急　ガイドライン 2015 対応
　………………………………………………坂本哲也 // 著

▶社会・時事◀
宅配がなくなる日　同時性解消の社会論…松岡信宏 // 著
誤解されやすい方言小辞典　東京のきつねが大阪で
たぬきにばける………………………………篠崎晃一 // 著
図解いちばんよくわかる最新個人情報保護法
　………………………………………………辻畑泰喬 // 著

児　童　書
ようかいりょうりばんづけ…………………澤野秋文 // 著
かわうそ 3 きょうだいとらのまき ………あべ弘士 // 著

新着図書案内

9 月の移動図書館
9/ 1（金） 八幡小学校 13:00 ～ 13:45
 西ケ峯小学校 15:25 ～ 15:45
9/ 6（水） こころの医療センター 14:10 ～ 14:30
9/13（水） 安諦小学校 13:10 ～ 13:30
 久野原小学校 14:15 ～ 14:30
9/14（木） 鳥屋城小学校 13:00 ～ 13:30
9/15（金） 石垣小学校 13:00 ～ 13:30
 西ケ峯小学校 15:25 ～ 15:45
9/20（水） こころの医療センター 14:10 ～ 14:30

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580

開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　休館：月曜日

開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　休館：月曜日

水道課 吉備会館

ALEC
交
番

鳥尾川

阪
和
自
動
車
道

有田川

マンション

↓

↓

↓

↓

⇔

ＡＬＥＣ看板

ＡＬＥＣ看板
小さな駅美術館
Ｐｏｎｔｅ　ｄｅｌ　Ｓｏｇｎｏ
（藤並駅2Ｆ）

有田南
ＩＣ

○JRきのくに線藤並駅下車すぐ。駅構内にあります。

　　(特急くろしお号停車駅です。）

○自動車でお越しの場合は、

　　阪和自動車道有田ICから約５分です。

　　（左の地図を参照してください。）

○1時間無料の駅駐車場をご利用ください。

○JRきのくに線 藤並駅下車すぐ。駅構内にあります。

　　(特急くろしお号停車駅です。）

○自動車でお越しの場合は、

　　阪和自動車道有田ICから約５分です。

　　（左の地図を参照してください。）

○1時間無料の駅駐車場をご利用ください。

入場無料お申込み・お問合せ

金 土
※9月14日(木)は臨時休館・最終日は15時で 終了致します。※9月14日(木)は臨時休館・最終日は15時で 終了致します。

プロフィール
どいかや。 
１９６９年、東京都生まれ。東京造形大学デザイン学科卒業。 絵本の作品に『パンちゃんの
おさんぽ』 （ＢＬ出版）、『みけねこキャラコ』 『おはなのすきなトラリーヌ』『ハーニャの庭で』
（偕成社）、 『チップとチョコのおでかけ』（文溪堂）、 『くりちゃんとひまわりのたね』（ポプラ社）、
『チリとチリリ』『チリとチリリ　うみのおはなし』 『チリとチリリ　まちのおはなし』（アリス館）、
『ねこのかあさんのあさごはん』（小学館）『たまちゃんとあかちゃん』（学研）、『アイヌのむかし
ばなし ひまなこなべ』文 萱野茂 絵 どいかや（あすなろ書房）など多数。エッセイに『服を10年
買わないって決めてみました』（白泉社）などがある。千葉県在住。

9月３日（日）10：30～11：30
定員：30名
申込：8月1日（火）～
　　 　ちいさな駅美術館にて受付
　　　（電話申し込み可。定員になり次第終了）
　　　　　　　

終了後サイン会

2017年

「チリとチリリ」 アリス館 ©どい かや「チリとチリリ」 アリス館 ©どい かや
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7
月
9
日
（
日
）、
元
読
売
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
清
水
健
氏
に
よ
る
「
大
切

な
人
の
『
想お

も

い
』
と
と
も
に
…
」
と
題
し

た
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
清
水
氏
は
人
気
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、結
婚
直
後
、お
腹
に
赤
ち
ゃ

ん
を
宿
し
た
妻
が
乳
が
ん
の
宣
告
を
受
け

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
揺
れ
動
く
家
族
の
思

い
を
赤
裸
々
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

清
水
氏
が
私
た
ち
に
一
番
伝
え
た
か
っ

た
こ
と
は
、
大
切
な
人
の
思
い
を
で
き
る

限
り
多
く
の
人
に
伝
え
、
そ
の
思
い
に
共

感
で
き
る
人
た
ち
と
共
に
、
医
療
の
現
状

を
変
革
し
、
悲
し
い
思
い
や
苦
し
い
思
い

を
す
る
人
が
一
人
で
も
少
な
く
な
っ
て

欲
し
い
と
い

う
も
の
で
し

た
。
そ
ん
な

気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま

し
た
。

人
権
機
関

有
田
川
で

は
、
本
年
度

の
重
点
テ
ー

マ
を
「
命
」

と
設
定
し
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
清

水
氏
の
お
話
は
、
ま
さ
に
命
そ
の
も
の
と

向
き
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て

つ
か
み
取
っ
た
リ
ア
ル
な
も
の
で
し
た
。

途
中
、
ビ
デ
オ
視
聴
を
交
え
て
の
講
演

で
、
自
ら
執
筆
し
た
「
1
1
2
日
間
の

マ
マ
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
妻
で
あ
る

奈
緒
さ
ん
の
強
い
心
・
愛
、
清
水
氏
の
強

い
妻
へ
の
愛
、
そ
れ
ら
が
今
も
続
き
、
現

在
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
そ
う

で
す
。

私
は
、
清
水
氏
が
思
い
も
よ
ら
ぬ
早
す

ぎ
る
妻
の
死
に
直
面
し
て
、
今
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
模
索
し
て
い
る
よ
う
に
も

感
じ
ま
し
た
。

清
水
氏
は
「
想
い
」
を
広
げ
る
講
演
活

動
や
、「
清
水
健
基
金
」
の
設
立
に
よ
る

医
療
の
発
展
を
後
押
し
す
る
活
動
を
日
々

さ
れ
て
い
ま
す
。

会
場
が
満
員
に
な
る
く
ら
い
大
勢
の
人

が
集
ま
り
、
熱
心
に
講
演
を
聴
い
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
終
了
後
の
サ

イ
ン
会
や
清
水
健
基
金
へ
の
協
力
な
ど

で
、
会
場
に
い
た
私
た
ち
の
「
想
い
」
を

伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
生
命
の
尊
さ
、
愛
の
素
晴
ら
し
さ
、

そ
し
て
人
間
の
強
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ

て
く
れ
た
時
間
で
し
た
。

人
生
に
は
、
悲
し
い
こ
と
や
苦
し
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

ば
か
り
で
は
な
く
、
楽
し
い
こ
と
だ
っ
て

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
授
か
っ
た
命
。
で
き
れ
ば
、
楽

し
く
意
味
の
あ
る
人
生
に
し
た
い
で
す
ね
。

人
権
機
関
有
田
川
委
員　

前 

覚　

  

私
た
ち
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
、
住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
の
相

談
業
務
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
に
関
わ
る
問
題
の
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
西　
恭
子	

（
井
谷
）
再
任

柏
木　
敦
子	

（ 

庄 

）

北
林　
利
樹	

（
清
水
）
新
任

栗
山　
昌
之	

（
尾
中
）

髙
居　
涼
子	

（
明
王
寺
）

田
又　
和
彦	

（
吉
原
）

橋
本　
彰	

（
水
尻
）

畑
中　
泰
武	

（
小
川
）

堀
内　
尚
視	

（
二
川
）
新
任

山
口　
芳
子	

（
青
田
）

7
月
1
日
現
在　

50
音
順　

敬
称
略　

こ
の
た
び
、
鈴
間
眞
佐
子
さ
ん
、
前
覚

さ
ん
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
権
だ
よ
り
　
141

人
権
映
画
会

「
大
切
な
人
の『
想
い
』と
と
も
に
…
」を
聴
い
て

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

　
お
知
ら
せ

人
権
特
設
相
談
所

9
月
21
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
～
16
時

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

9
月
4
日（
月
）～
10
日（
日
）は
、
全
国

一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し

ん
相
談
」
強
化
週
間
で
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
に
関
す
る
人
権
に
つ

い
て
何
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
法
務
局

の
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
日
頃
の
悩
み
ご
と
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
‐
0
0
3
‐
1
1
0

●
受
付
時
間
／
9
月
4
日（
月
）～
8
日

（
金
）の
期
間
は
8
時
30
分
～
19
時
、
9

月
9
日（
土
）・
10
日（
日
）
は
10
時
～

17
時
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お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 29 年 7 月 31 日現在）

人口 26,940 人

男 12,675 人

女 14,265 人

10,532 世帯

交通事故発生件数
（７月中、物損含む）

有田川町 71 件
死者 0 人　負傷 7 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

相 

談

◆
◆
◆

一
日
行
政
相
談
所

●
9
月
20
日（
水
）

・
安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

9
時
～
11
時
30
分　

・
沼
区
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分　

問
清
水
行
政
局
総
務
政
策
室

一
斉
法
律
相
談

●
日
時
／
10
月
18
日
（
水
）
13
時
～
16
時

（
1
人
に
つ
き
30
分
）

●
場
所
／
き
び
ド
ー
ム

●
予
約
申
し
込
み
／
10
月
2
日（
月
）
～

10
月
13
日
（
金
）
の
期
間
中
、
吉
備
庁

舎
総
務
課
で
受
け
付
け
（
電
話
可
）。

●
定
員
／
先
着
6
人

身
の
回
り
の
法
律
に
関
す
る
こ
と
で
、

弁
護
士
が
無
料
、
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
総
務
課

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

●
開
設
日
時
／
10
月
1
日（
日
）
10
時
～

16
時
（
受
け
付
け
は
9
時
30
分
～
15
時

30
分
）

●
開
設
場
所
／
和
歌
山
地
方
法
務
局
（
和

歌
山
市
二
番
丁
3
番
地
）

●
そ
の
他

・
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

・
予
約
優
先
。
9
月
11
日（
月
）
か
ら
予

約
受
け
付
け
開
始
。

問
和
歌
山
地
方
法
務
局
総
務
課
庶
務
係

☎
0
7
3
‐
4
2
2
‐
5
1
3
2

催 

し

◆
◆
◆

第
4
回
し
み
ず
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

開
催
決
定
し
ま
し
た
！

●
日
時
／
11
月
19
日（
日
）　

9
時
30
分
～

15
時

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
丘
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

清
水
地
域
の
産
業
と
観
光
の
発
展
を
願

い
、
第
４
回
し
み
ず
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の

開
催
が
決
定
！

司
会
と
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
企
画
「
美
男
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
西
村
右
さ
ん
。

出
店
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
各
種
申
し

込
み
な
ど
、
最
新

情
報
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
随
時
更

新
し
て
い
き
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
し
み
ず
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室
内
）

邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

～
こ
こ
ろ
を
癒
す
風
景
と
邦
楽
の
し
ら
べ
～

●
日
時
／
10
月
1
日（
日
）
14
時
～

●
場
所
／
城
山
神
社
廻
り
舞
台
（
二
川

2
3
1
）

※
駐
車
場
／
城
山
西
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
曲
目
／「
古
道
成
寺
」「
江
戸
土
産
」「
雷
」

「
夕
影
の
詩
」「
鈴
虫
」「
懐
か
し
い
日

本
の
歌
（
砂
山
・
こ
の
道
・
こ
き
り
こ

節
・
花
い
ち
も
ん
め
）」
な
ど

●
入
場
無
料

問
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
A
L
E
C

人
権
講
演
会

「
夫
源
病
　
～
も
っ
と
楽
に
や
っ

て
い
け
る
夫
婦
関
係
っ
て
？
～
」

●
日
時
／
9
月
9
日（
土
）
14
時
30
分
開
演

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
石
蔵
文
信
氏
（
医
学
博
士
・
大

阪
大
学
人
間
科
学
研
究
科
未
来
創
造
セ

ン
タ
ー
招
へ
い
教
授
）

●
整
理
券
配
布
場
所
／
金
屋
庁
舎
社
会
教

育
課
・
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
・
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
A
L
E
C
・
き
び

ド
ー
ム
・
金
屋
図
書
館
・
し
み
ず
図
書

室入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
ま
た
は

お
電
話
で
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
定

員
に
達
し
次
第
受
け
付
け
終
了
。

問
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

●
日
時
／
9
月
24
日（
日
）
13
時
～

●
場
所
／
吉
備
中
学
校
体
育
館

●
内
容
／
宮
路
オ
サ
ム
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、

　

川
井
聖
子
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、
宮
川

珠
季
さ
ん
に
よ
る
そ
っ
く
り
シ
ョ
ー
、
龍
翔

天
舞
三
木
久
美
夫
一
座
に
よ
る
津
軽
三
味
線

問
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

●
日
時
／
9
月
12
日（
火
）
10
時
～
12
時

※
通
常
日
程
の
9
月
19
日（
火
）
と
合
わ

せ
て
、
今
月
は
2
回
開
催

●
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
A
L
E
C

和
や
か
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の

中
で
、
介
護
に
つ
い
て
の
日
頃
の
悩
み
や

苦
労
を
共
有
、
交
流
す
る
場
で
す
。
同
じ

体
験
を
し
て
い
る
人
同
士
で
気
持
ち
を
分

か
ち
合
え
、
支
え
あ
え
る
仲
間
づ
く
り
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

途
中
参
加
・
帰
宅
は
自
由
で
す
。

●
毎
月
の
開
催

・
日
時
／
毎
月
第
3
月
曜
日　

10
時
30
分
～
12
時

・
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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吉
備
地
区
敬
老
会

●
日
時
／
9
月
24
日（
日
）
13
時
～

●
場
所
／
吉
備
中
学
校
体
育
館

●
内
容
／
宮
路
オ
サ
ム
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、

　

川
井
聖
子
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、
宮
川

珠
季
さ
ん
に
よ
る
そ
っ
く
り
シ
ョ
ー
、
龍
翔

天
舞
三
木
久
美
夫
一
座
に
よ
る
津
軽
三
味
線

問
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

福 

祉

◆
◆
◆

介
護
者
家
族
の
つ
ど
い

「
ぴ
あ
り
ん
く
る
」

●
日
時
／
9
月
12
日（
火
）
10
時
～
12
時

※
通
常
日
程
の
9
月
19
日（
火
）
と
合
わ

せ
て
、
今
月
は
2
回
開
催

●
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
A
L
E
C

和
や
か
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の

中
で
、
介
護
に
つ
い
て
の
日
頃
の
悩
み
や

苦
労
を
共
有
、
交
流
す
る
場
で
す
。
同
じ

体
験
を
し
て
い
る
人
同
士
で
気
持
ち
を
分

か
ち
合
え
、
支
え
あ
え
る
仲
間
づ
く
り
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

途
中
参
加
・
帰
宅
は
自
由
で
す
。

●
毎
月
の
開
催

・
日
時
／
毎
月
第
3
月
曜
日　

10
時
30
分
～
12
時

・
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

子
育
て

◆
◆
◆

保
育
所
へ
の
入
所
を

希
望
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

●
平
成
30
年
度
保
育
所
入
所
申
込
書
の
配

布
お
よ
び
受
け
付
け

有
田
川
町
に
住
民
票
が
あ
る
人
で
、
平

成
30
年
4
月
か
ら
町
内
保
育
所
お
よ
び
有

田
川
町
内
以
外
の
認
可
保
育
所
な
ど
へ
の

入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
申
し
込
み
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
入
所
資
格
／「
保
護
者
が
働
い
て
い
る
」

「
病
気
の
状
態
で
あ
る
」
な
ど
、
家
庭

に
お
い
て
十
分
に
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
お
子
さ
ま
が
対
象
。

※
有
田
川
町
内
に
住
民
票
が
な
い
人
は
、

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
の
配
布

・
期
間
／
9
月
1
日（
金
）
～
10
月
13
日

（
金
）

・
場
所
／
上
記
一
覧
表
の
各
保
育
所
、
吉

備
庁
舎
、
金
屋
庁
舎
、
清
水
行
政
局

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
書
の
受
け
付
け

・
期
間
／
10
月
16
日（
月
）
～
10
月
20
日

（
金
）

・
場
所
（
時
間
）
／
上
記
一
覧
表
の
各
保

育
所
（
開
所
時
間
内
）、
金
屋
庁
舎
こ

ど
も
教
育
課
（
8
時
30
分
～
20
時
）

●
注
意

・
入
所
の
申
込
書
は
、
必
ず
入
所
予
定
児

童
1
人
ご
と
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
在
、
保
育
所
に
入
所
さ
れ
て
い
る
人

で
、
来
年
度
も
継
続
し
て
入
所
を
希
望

さ
れ
る
場
合
も
、
入
所
申
込
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

・
平
成
29
年
10
月
1
日
以
降
に
出
産
さ
れ

る
人
で
、
平
成
30
年
度
の
途
中
で
仕
事

に
復
帰
す
る
な
ど
、
年
度
途
中
か
ら
入

所
を
希
望
さ
れ
る
人
も
上
記
の
期
間
内

に
入
所
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
入
所
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
家
庭
状

況
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者
に
面
接
を
し

て
入
所
判
定
を
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

・
申
し
込
み
（
配
布
・
受
け
付
け
）
日
程

で
、
ど
う
し
て
も
都
合
の
つ
か
な
い
場

合
は
、
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課

お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

保育所名 運営 対象年齢 開所時間 所在地 電話番号

藤並保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 土生 42-1 52-5369
きび森の保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 庄 814-1 22-3580
コスモス保育所 私立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 徳田 1080-3 52-3011
金屋第一保育所 公立 １歳児～５歳児 7:30 ～ 19:00 中井原 171 32-3784
金屋第二保育所 公立 ６カ月児～５歳児 8:00 ～ 17:30 小川 811-1 32-5055
金屋第三保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 吉原 805-1 32-2682
清水保育所 公立 １歳児～５歳児 8:00 ～ 17:30 清水 1675 25-0074

保育所一覧　※金屋第一保育所・清水保育所については、離乳食の対応ができません。

対象となる児童の生年月日

５歳児 平成 24 年４月２日～
平成 25 年４月１日

４歳児 平成 25 年４月２日～
平成 26 年４月１日

３歳児 平成 26 年４月２日～
平成 27 年４月１日

２歳児 平成 27 年４月２日～
平成 28 年４月１日

１歳児 平成 28 年４月２日～
平成 29 年４月１日

０歳児 平成 29 年４月２日～
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募 

集

◆
◆
◆

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
申
込
受
付
期
間
／
9
月
15
日（
金
）
～

9
月
25
日（
月
）

　

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う

●
申
込
受
付
場
所
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
・

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
・
各
出
張
所

●
そ
の
他

・
入
居
に
は
、
所
得
制
限
な
ど
一
定
の
規

定
が
あ
り
ま
す
。

・
家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

・
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合

は
、
条
例
の
規
定
に
よ
っ
て
入
居
者
を

決
定
し
ま
す
。

問
金
屋
庁
舎
建
設
課
・
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
募
集
種
目

○
自
衛
官
候
補
生

・
申
し
込
み
／
随
時
受
け
付
け

・
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満

○
防
衛
大
学
校
生
（
一
般
・
前
期
）・
防

衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
・
防
衛
医

科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

・
受
付
締
切
日
／
9
月
29
日
（
金
）

・
応
募
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
以

上
21
歳
未
満

問
防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）

　
☎
８
２
‐
6
6
3
1

　
メ
ー
ル

　

recruit1-w
akayam

a@
pco.m

od.go.jp

ダ
ン
ス
ど
ん
ど
ん

出
場
チ
ー
ム
募
集

今
年
で
20
回
目
と
な
る
ど
ん
ど
ん
ま
つ

り
。
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
内
の
「
ダ
ン
ス
ど
ん

ど
ん
」
出
場
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
／
10
月
22
日（
日
）
10
時
～
16
時

●
場
所
／
花
の
里
河
川
公
園

●
部
門
／
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）・

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中
学
生
以
下
）

●
申
し
込
み
／
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
問
有
田
川
町
商
工
会
（
下
津
野
2
7
6

‐
3
）　
☎
５
２
‐
5
7
0
1

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦
地
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
共
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
程
な
ど
の
詳
細
は
日
本
遺
族
会

事
務
局
（
電
話
０
３
‐
３
２
６
１
‐

５
５
２
１
）
ま
で
。

問
和
歌
山
県
遺
族
連
合
会
（
和
歌
山
市

一
番
丁
3
）　

☎
0
7
3
‐
4
2
4
‐

5
8
1
3

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

団地名 所在地 戸数 月額家賃 備考

粟生 粟生 213番地 1戸 1万 2,800 円～ 2万 5,100 円 昭和62年建築、木造2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積66.1㎡

川合 川合 248番地 2 1戸 1万 2,700 円～ 2万 5,000 円 平成3年建築、木造2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積67.9㎡

小峠 清水 155番地 1戸 1万 8,700 円～ 3万 6,700 円 平成9年建築、木造2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積79.4㎡

小原 清水 680番地 1戸 1万 4,200 円～ 2万 8,000 円 昭和63年建築、木造2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積71.8㎡

板尾 板尾 498番地 2戸 9,300 円～ 1万 8,300 円 昭和60年建築、木造平屋建て
3DK・浴室・トイレ、床面積54.4㎡
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案 

内

◆
◆
◆

町
指
定
金
融
機
関
が

「
紀
陽
銀
行
」
に
変
わ
り
ま
す

10
月
2
日（
月
）
か
ら
、
有
田
川
町
指

定
金
融
機
関
が「
あ
り
だ
農
協
」か
ら「
紀

陽
銀
行
」
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
町
の
税
金
や
使
用
料
な
ど
の
納

付
場
所
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
吉
備
庁
舎
会
計
課

季
節
労
働
者
（
農
業
）
を
雇
用
さ
れ
る
人
へ

労
働
者
の
温
泉
入
浴
料
を
助
成

み
か
ん
の
収
穫
な
ど
、
住
み
込
み
で
農

業
に
従
事
す
る
季
節
労
働
者
を
雇
用
し
て

い
る
人
に
対
し
て
、
雇
用
労
働
者
の
有
田

川
町
内
に
あ
る
入
浴
施
設
の
入
浴
料
を
予

算
の
範
囲
で
３
０
０
円
助
成
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。

●
対
象
者
／
町
内
在
住
の
方
で
、
町
内
で

農
業
の
経
営
を
し
、
住
み
込
み
で
の
季

節
労
働
者
を
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
。

●
対
象
施
設
／
か
な
や
明
恵
峡
温
泉
・
し

み
ず
温
泉
健
康
館
・
お
お
た
に
の
ゆ

問
金
屋
庁
舎
産
業
課

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
な
ど
の

説
明
会
を
開
催

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
な
ど
に
つ
い

て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
10
月
4
日（
水
）
14
時
～
15
時

30
分

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

問
湯
浅
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　
☎
６
３
‐
5
4
0
6

N
O
S
A
I
わ
か
や
ま
か
ら
の
お
知
ら
せ

園
芸
施
設
共
済

強
風
な
ど
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
・
ガ
ラ

ス
室
の
施
設
が
被
害
を
受
け
た
と
き
、
損

害
を
補ほ

填て
ん

し
、
農
家
の
経
営
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ま
の
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
、
掛
け
金
の
半
分
を
国

が
負
担
し
ま
す
。

問
N
O
S
A
I
わ
か
や
ま
中
部
支
所

　
☎
６
３
‐
5
1
2
1

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場

合
、
1
カ
月
間
の
自
己
負
担
額
が
２
０
０

円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
人
を

対
象
に
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用

促
進
の
お
知
ら
せ
」
を
8
月
下
旬
か
ら
9

月
上
旬
に
か
け
、
送
付
し
て
い
ま
す
。

患
者
負
担
の
軽
減
や
、
医
療
保
険
財
政

の
改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た

は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー　
☎
0
1
2
0
‐
５
３
‐
0
0
0
6

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
通
話
無
料
）

　
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
0
7
3
‐
4
2
8
‐
6
6
8
8

労
働
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

相
談
窓
口
を
設
置

平
成
29
年
1
月
1
日
か
ら
、
妊
娠
・
出

産
・
育
児
休
業
な
ど
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
、
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
司
や
同
僚
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

受
け
て
お
悩
み
の
場
合
、
一
人
で
悩
ま
ず

和
歌
山
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
12
月
28
日
ま

で
の
間
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
特
別
相
談
窓

口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

問
和
歌
山
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
0
7
3
‐
4
8
8
‐
1
1
7
0

広告

お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

広告に関するお問い合わせは、株式会社	和歌山毎日広告社（☎073-423-9291	FAX073-428-2403）



編集後記
真夏！という感じの暑さも和らぎ、夜になると虫の声

が聞こえるようになってきましたが、皆さまいかがお過
ごしでしょうか。
わたしはと言いますと、夏らしいことをしよう！と、
数年ぶりに（仕事以外で）花火を見に行きました。屋台
の食べ物って、なぜか買ってしまうんですよね。なんで
ですかね？
さて、今月号の広報ありだがわでは、いつか起こるで
あろう大地震に備える特集を組みました。というのも、
9月1日は防災の日。関東大震災が起こった日です。
「まずは自分の命を守ることが最重要やけど、家がな
い状態、ゼロからのスタートはお金も労力も時間もかか
る…。それを知ってもらいたいんや…」と私の異動前、
横の席に座っていた総務課の先輩。その思いが読者の皆
さまに届くような特集になっていたら幸いです。

（次に見る花火はどんどんまつり　西岡紗希）

登録者数、増加中！
スマートフォン・タブレット端末向けアプリ

「マチイロ」で
広報ありだがわを
ご覧いただけます

▶最新号の「広報ありだがわ」を配信日に端
末に通知します。ご利用は無料。

▶詳しくは町ホームページをご覧いただくか、
吉備庁舎企画財政課まで。

26広報ありだがわ　2017.9広報ありだがわ　2017.9

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告

「（
仮
称
）
海
南
・
紀
の
川
風
力

発
電
事
業
に
係
る
計
画
段
階
環

境
配
慮
書
」
の
縦
覧

合
同
会
社
N
W
E
‐
03
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
お
よ
び
合
同
会
社
N
W
E
‐
09

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
が
、
有
田
川
町
・
海

南
市
な
ど
で
「（
仮
称
）
海
南
・
紀
の
川

風
力
発
電
事
業
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

風
力
発
電
事
業
に
係
る
計
画
段
階
環
境

配
慮
書
を
次
の
通
り
縦
覧
し
、
ご
意
見
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
縦
覧
書
類
／
（
仮
称
）
海
南
・
紀
の
川

風
力
発
電
事
業
に
係
る
計
画
段
階
環
境

配
慮
書

●
縦
覧
場
所
／
吉
備
庁
舎
環
境
衛
生
課

●
縦
覧
期
間
／
9
月
4
日（
月
）
～
10
月

3
日（
火
）

●
意
見
書
／
縦
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
意

見
書
に
氏
名
、
住
所
お
よ
び
意
見
を
ご

記
入
の
う
え
、
意
見
書
箱
に
ご
投
函
く

だ
さ
い
。

問
日
本
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社　

☎
０
３
‐
6
4
5
2
‐
9
7
7
7

献 

血

◆
◆
◆

9
月
の
献
血

●
9
月
10
日（
日
）

・
デ
リ
シ
ャ
ス
広
岡
吉
備
店　

10
時
～
12

時
・
13
時
～
16
時

●
９
月
21
日（
木
）

・
有
田
川
町
消
防
本
部
吉
備
金
屋
消
防
署　

9
時
30
分
～
11
時

・（
株
）
松
源
吉
備
店　

12
時
30
分
～
14
時

・
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー　

15
時
～
16
時

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み
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月 火 水 木 金 土 日
1
□消費生活相談
（清水行政局）
【商工観光課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□介護予防講座
（金屋文化保健センター）
【地域包括支援センター】

2
□災害で消えた

小さな命展
※18日まで
（地域交流センターALEC）
【地域交流センターALEC】⑳

3
□ワークショップ
「どいかやさん
といっしょにお
絵かきしよう！」
（ちいさな駅美術館）
【ちいさな駅美術館】⑳

4
□議会第 3 回
　定例会開会日
【議会事務局】

5
□ 10 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】⑮

6
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□健康相談
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】⑮

□井戸端会議
（ちいさな駅美術館）
【ちいさな駅美術館】⑳

7
□介護予防講座
（清水会館大ホール）
【地域包括支援センター】

8
□消費生活相談
（金屋庁舎）
【商工観光課】

9
□人権講演会
（金屋文化保健センター）
【社会教育課】㉒

□おはなしマラソン
（金屋図書館）
【町内各図書施設】⑳

10
□KONKATSU 

in 有田川
（金屋文化保健センター）
【有田川町結婚相談所】

□悠音のようこそクラシック
（きびドーム）
【地域交流センターALEC】

□献血（デリシャス広岡
吉備店）【健康推進課】㉖

11 12
□おひざでだっこ

のおはなし会
（金屋図書館）
【町内各図書施設】⑳

□ぴありんくる
（地域交流センターALEC）
【地域包括支援センター】

13 14 15
□消費生活相談
（金屋庁舎）【商工観光課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

16 17

18 敬老の日
□第 3 回ビブリオ

バトル有田地方
大会
（地域交流センターALEC）
【こども教育課】

□つながりカフェ
（金屋文化保健センター）
【家庭支援総合センター】

19
□介護予防講座
（清水会館青年集会室）
【地域包括支援センター】

□ぴありんくる
（金屋文化保健センター）
【地域包括支援センター】

20
□ 1歳 6 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】⑮

□井戸端会議
（ちいさな駅美術館）
【ちいさな駅美術館】⑳

21
□介護予防講座
（金屋農村センター）
【地域包括支援センター】

22
□消費生活相談
（金屋庁舎）
【商工観光課】

23 秋分の日 24
□吉備地区敬老会
（吉備中学校体育館）
【長寿支援課】㉓

25
□集団検診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課・住民福祉室】⑮

□水道・下水道料
金お支払い期限
【水道課・下水道課】

26
□ 4 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】⑮

27
□ 2 歳児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】⑮

□井戸端会議
（ちいさな駅美術館）
【ちいさな駅美術館】⑳

□いきいき脳の健康教室
（鳥屋城公民館）
【地域包括支援センター】

28
□ブックラザ
（金屋図書館）
【町内各図書施設】⑳

29
□消費生活相談
（金屋庁舎）
【商工観光課】

30 10/1
□邦楽コンサート
（城山神社廻り舞台）
【地域交流センター
ALEC】⑳

2 3 4
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□健康相談
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】⑮

□井戸端会議
（ちいさな駅美術館）
【ちいさな駅美術館】⑳

5
□介護予防講座
（押手活性館）
【地域包括支援センター】

6
□消費生活相談
（清水行政局）
【商工観光課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

7 8

9月のありだがわ 各イベントなどの詳細は、☎52-2111にご連絡い
ただくか、【　】内の担当までお問い合わせください。
【　】横、丸囲みの数字は、当月の広報ありだがわ関
連記事掲載ページです。

□介護予防講座（金屋庁舎）【地域包括支援センター】
□第 2 期固定資産税納期限【税務課】
□第 2 期町県民税（普通徴収）納期限【税務課】
□第 3 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 3 期介護保険料（普通徴収）納期限【長寿支援課】
□第 3 期後期高齢者医療保険料
（普通徴収）納期限【住民課】

□一日行政相談所
（安諦地区基幹集落センター・沼区民センター）
【総務政策室】㉒

□手話講習会（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】

□献血（吉備金屋消防署・松源吉備店・こころの医療センター）【健康推進課】㉖

□３歳６カ月児健診（金屋文化保健センター）【健康推進課】⑮
□井戸端会議（ちいさな駅美術館）【ちいさな駅美術館】⑳
□介護予防講座（中井原区民館）
【地域包括支援センター】

□議会本会議（一般質問）【議会事務局】

□議会本会議【議会事務局】
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時
代
の
仏
像
な
ど
が
数
多
く
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
資

料
は
、
企
画
展
で
展
示
公
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
貴
重
な
文

化
財
を
ど
う
管
理
し
て
い
く
か
が
地
域
で
検
討
さ
れ
た
結
果
、

企
画
展
終
了
後
は
県
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

本
尊
の
お
身
代
わ
り
仏
像
が
制
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
身
代
わ
り
仏
像
の
制
作
は
、
４
月
か
ら
始
ま
り
、
仏
像
の
計

測
や
デ
ー
タ
修
正
を
和
歌
山
工
業
高
等
学
校
産
業
デ
ザ
イ
ン
科
の

７
人
の
生
徒
が
担
当
し
、
高
校
所
蔵
の
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力

し
た
後
、
部
品
の
接
着
や
表
面
研
磨
、
下
地
作
り
を
博
物
館
職

員
が
行
い
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
に
よ
る
着
色
作
業
を
和
歌
山
大
学

教
育
学
部
美
術
教
育
専
攻
の
学
生
が
行
っ
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

奉
納
当
日
に
は
、
高
校
生
６
人
と
大
学
生
１
人
が
下
湯
川
観

音
堂
を
訪
れ
、
下
湯
川
区
長
や
区
民
に
迎
え
ら
れ
る
中
、
生
徒

代
表
か
ら
お
堂
の
管
理
者
に
お
身
代
わ

り
仏
像
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

観
音
堂
に
安
置
さ
れ
、
地
域
住
民
に
よ

り
、
般
若
心
経
が
唱
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
奉
納
は
、
生
徒
や
学
生
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
は
地
域
住
民
と
交
流
を

行
う
こ
と
で
学
び
を
よ
り
充
実
し
た
も

の
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
住
民
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
は
お
身
代
わ
り
仏
像
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

去
る
7
月
28
日
、
下
湯
川
観
音
堂
（
有
田
川
町
下
湯
川
）
の
本
尊

で
あ
る
観か

ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

（
平
安
時
代
後
期・12
世
紀
）
の
複
製
（
お

身
代
わ
り
仏
像
）
が
同
観
音
堂
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
身
代

わ
り
仏
像
と
は
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
が
和
歌
山
県
立
和
歌
山
工
業

高
等
学
校
の
協
力
を
得
て
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
用
い
た
文
化
財
の

精
巧
な
複
製
を
制
作
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。　

近
年
、
全
国
的
に
文
化
財
の
盗
難
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
や
、
高

齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
管
理
や
保
存
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
制
作
奉
納
は
地
域
の
寺

社
な
ど
に
あ
る
文
化
財
を
博
物
館
等
で
保
管
し
、

か
つ
、
信
仰
さ
れ
て
き
た
環
境
も
従
来
通
り
維
持

す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。
平

成
24
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
、
県

内
10
カ
所
の
寺
社
に
21
体
の
複
製
が
安
置
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

下
湯
川
観
音
堂
は
、
本
年
１
月
か
ら
３
月
に
県

立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「
有
田
川
中
流

域
の
仏
教
文
化
」
の
事
前
調
査
に
お
い
て
、
平
安

そ
の
62

下
湯
川
観
音
堂
に

お
身
代
わ
り
仏
像
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告


